
人
事
院
規
則
一
〇

五

一
一

人
事
院
規
則
一
〇

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ

れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
職
員
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
限
度
）

（
職
員
の
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
限
度
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
業

務
を
行
う
放
射
線
業
務
従
事
職
員
の
等
価
線
量

が
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
組
織
等
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
業

務
を
行
う
放
射
線
業
務
従
事
職
員
の
等
価
線
量

が
、
次
に
掲
げ
る
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

眼
の
水
晶
体

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
五

年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
つ
き
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
一
の
年
度
に
つ
き
五
十
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト

一

一
の
年
度
の
等
価
線
量
の
限
度

眼
の
水
晶

体
に
つ
い
て
は
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
皮

膚
に
つ
い
て
は
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二

皮
膚

一
の
年
度
に
つ
き
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト

（
新
設
）

三

妊
娠
中
の
女
子
の
腹
部
表
面

二
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト

二

妊
娠
中
の
女
子
の
腹
部
表
面
の
等
価
線
量
の

限
度

二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
）

（
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
）

第
四
条
の
三

男
子
職
員
又
は
妊
娠
す
る
可
能
性
が

な
い
と
診
断
さ
れ
た
女
子
職
員
で
あ
つ
て
、
統
括

原
子
力
運
転
検
査
官
又
は
原
子
力
運
転
検
査
官
で

あ
る
も
の
（
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
が
指
名

す
る
者
に
限
る
。
第
四
項
に
お
い
て
「
統
括
原
子

力
運
転
検
査
官
等
」
と
い
う
。）が
緊
急
作
業
に
従

事
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
事
故
の
状
況
そ
の

他
の
事
情
を
勘
案
し
、
実
効
線
量
の
限
度
に
つ
い

て
前
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
人
事
院
が
認
め
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
緊
急
作
業
の
期
間
中
の
実
効

線
量
の
限
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
緊

第
四
条
の
三

男
子
職
員
又
は
妊
娠
す
る
可
能
性
が

な
い
と
診
断
さ
れ
た
女
子
職
員
の
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十

七
条
の
二
に
規
定
す
る
原
子
力
保
安
検
査
官
（
原

子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
が
指
名
す
る
者
に
限

る
。）が
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、

そ
の
事
故
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
実

効
線
量
の
限
度
に
つ
い
て
前
条
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
院
が
認
め
る
と

き
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
緊
急

作
業
の
期
間
中
の
実
効
線
量
の
限
度
（
以
下
こ
の

（
職
員
の
線
量
の
測
定
）

（
職
員
の
線
量
の
測
定
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

前
項
の
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、

職
員
が
管
理
区
域
に
立
ち
入
つ
て
い
る
間
、
継
続

し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、

職
員
が
管
理
区
域
に
立
ち
入
つ
て
い
る
間
、
継
続

し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、

三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
実
効
線
量
及

び
等
価
線
量
の
別
に
応
じ
て
、
放
射
線
の
種
類

及
び
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
に
基
づ

き
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
性
子
線
に
つ

い
て
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
、
次

号
ハ
に
掲
げ
る
部
位
に
つ
い
て
は
七
十
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
測
定
す
る
こ
と
。

一

測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及

び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
（
次
号

ハ
に
掲
げ
る
部
位
に
つ
い
て
は
、
七
十
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
限
る
。）に
つ
い
て
行

う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
性
子
線
に

つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を

測
定
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
眼
の
水
晶
体
の

等
価
線
量
を
算
定
す
る
た
め
の
線
量
の
測
定
は
、

眼
の
近
傍
そ
の
他
の
適
切
な
部
位
に
つ
い
て
三
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

４

（
略
）

３

（
略
）

５

前
各
項
に
規
定
す
る
測
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
測

定
の
結
果
に
基
づ
く
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の

算
定
は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以

下
「
放
射
性
同
位
元
素
等
規
制
法
」
と
い
う
。）第

二
十
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
技
術
上

の
基
準
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
測
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
測

定
の
結
果
に
基
づ
く
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の

算
定
は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以

下
「
放
射
性
同
位
元
素
等
規
制
法
」
と
い
う
。）第

二
十
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
技
術
上

の
基
準
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
に
係
る
緊
急
作
業
に
つ

い
て
は
、
統
括
原
子
力
運
転
検
査
官
等
以
外
の
者

に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

４

特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
に
係
る
緊
急
作
業
に
つ

い
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
保
安
検
査

官
以
外
の
者
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

急
被
ば
く
限
度
」
と
い
う
。）は
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
人
事
院
が
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

条
に
お
い
て「
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
」と
い
う
。）

は
、
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
二
百
五
十
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
が
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇

五
（
職
員
の

放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み


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